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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 13

職員の認知症及び高齢者の傷病についての
知識が乏しい。勉強会は行っているものの、知
識をある程度有した職員の退職、新職員の入
社により、知識に差が出来てしまい、理解して
いる職員としていない職員が出来てしまう。

職員の入れ替えに関わらず、全職員で共
通の知識を有することが出来るようにする。

口述による勉強会に加え、参考書的なものを
作成し、新入社の職員にもはじめから講義内
容を説明できるように取り組むとともに更にき
め細かな講義を出来るよう努める。

随時

2 35

避難訓練は行っているものの、日中の非難を
想定した訓練がほとんどで、夜間時、職員が１
名の状態での対応が困難である。

日中、夜間に関わらず、スムーズな非難が
行えるようにする。

今後、夜間を想定した避難訓練を行うととも
に、地域住人の方々にもご協力を仰ぎ、火災
時に１名でも多くの入居者様を安全に避難で
きるようにする。

随時

3 43

自力排泄を目指し排泄表作成や排泄時間に
対する意識の統一は行っているものの、徐々
に失禁が増えパットやオムツの対応が増えて
きている。

出来る限りオムツ等を使わず、自力で排泄
していただける様に努める。

現在オムツ等で対応している入居者様に無理
に外して自力排泄に変更すると入居者様の負
担となるため、自然にゆっくりと自力排泄が出
来る様、細かな対応を行うとともに、正確な
データを取れるように努める。

随時

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


